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修学旅行 

 
とても気持ちの良い天気のもと、１１月１７日（木）～１８日（金）、一泊二日の日程で修学

旅行を実施しました。今回の修学旅行の目的は以下の５つです。 
① 感謝の気持ちをもつ 
② 集団行動をする 
③ 社会のルールを守る 
④ 友達との絆を深める 
⑤ 学校ではできない学習をする 
 
１７日、在校生や先生方の盛大なお見送りを受け、最初の目的地であるバイオパークに向け

て出発しました。 

右の写真のように、子

どもたちは事前に見学地

の情報を調べ、自分たち

でパンフレットを作りま

した。バイオパークの園

内では、地図をもとに、

人気の動物やその特徴を

事前に調べて班別学習の

計画を立てていました。事前にエリアごとにバイオパークで出

会える動物たちをピックアップして、「この動物には必ず会お

う！」という思いをもって行動していたので、決められた時間

内に充実した活動を行うことができていました。 

 次の目的地は、長崎ビックＮスタジアムです。２５０００人

を収容できる人気の球場で、東京ドームと同じ人工芝のグラン

ドを見ながら、子どもたちはお家の人が用意して下さった弁当

をありがたくいただきました。 

 昼食の後は、平和公園で平和集会を行いました。口石小学校

の全校みんなの思いを込めた千羽鶴を献鶴しました。悲惨な戦

争を二度と繰り返さないという誓いと、世界平和への願いが込

められた平和祈念像を見ながら、原爆犠牲者のご冥福を祈りま

した。 

 平和学習の後は、長崎駅に移動して、かもめ市場とアミュプラザで班別自主研修を行いまし

 



た。子どもたちはグループの仲間と協力し、お土産選びも楽しみながら活動していました。こ

こでは、９月２３日に開業した西九州新幹線を間近で見学することができました。キラキラと

光る車体を見ながら、本物の迫力に圧倒されました。 

その後は、宿泊地の島原市へ向かいます。バスの中はガイドさんによる平和学習の復習をし

た後に、修学旅行のために自分たちで作ったＣＤを聞きながら、あっという間にホテルに到着

しました。夕食時には、島原名物の豪華な夕食を堪能し、その後は、ホテル自慢の温泉にもつ

かり、各部屋での友達とのおしゃべりを楽しみ、１日目が無事終了しました。  

 ２日目、最初の見学地は「土石流被災家屋保存公園」と

「島原災害記念館（がまだすドーム）」です。雲仙普賢岳噴火

による、火砕流や土石流の体験、島原半島の成り立ちの紹介、

地球の力や雲仙火山を楽しみ、感じ、学ぶ体験ゾーンなど、改

めて被害の大きさを実感するとともに復興への道を学ぶことが

できました。 

次の見学地は「島原城」です。キリスト教の歴史コーナー、

土地の歴史、郷土資料、武器類、祭りの資料などを見学しなが

らお城を回り、天守閣から島原市の絶景を楽しみました。ま

た、お隣の西望記念館では、平和祈念像で有名な北村西望氏の

作品を見ることもできました。 

午後は、「島原伝統工芸体験」ということで、和ろうそくの絵付け体験を行いました。今で

は全国に２ヵ所しか残っていないという、昔ながらの方法で櫨(ハゼ)の実から蝋を作るオリジ

ナルの和ろうそく。和ろうそくの原料となる櫨（ハゼ）の実を、江戸時代と同じ手法の玉締め

式圧搾機で一切の化学薬品使わずに絞り、一本一本丁寧にろうそくを手作りされているそうで

す。子どもたちは世界にたった一つのオリジナル作品づくりを通して、伝統の大切さを学んで

いました。 

こうしたたくさんの思い出を心に刻み込んで口石小学校に戻ってきました。  

子どもたちは、どの見学地においても、担当班による自主運営を行い、その態度・内容とも

に素晴らしかったです。修学旅行の５つのめあてや事前学習による目的を意識した行動を、い

ろいろな場面で見せてくれましたので、流石は口石小学校のリ

ーダーだと改めて感動したところです。 

最後になりますが、保護者の皆さまには、子どもたちの健康

管理や事前の準備、様々な面で修学旅行を支えていただき本当

にありがとうございました。心よりお礼申し上げます。 

 


